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御所ヶ谷　2017.10.25（水）晴れ

280*210

左に石仏を見る。

前方に中門が現れる。

280*210

東門へ続く階段を緩く上って行く。

280*210

展望地から平尾台を望む。

280*210 280*210

調査地の石積み。 階段を緩く上って行く。 ホトギ山への案内板を見る。

カギ形に加工された石もあり。高度な技術力がうかがえる。

登山口～中門～東門～列石～大師堂～奥の院～第２西門～西門～礎石～中門～登山口

　傍の駐車場に駐車し、案内板に目を通し登山口から緩やかに歩き始める。



280*210

尾根筋の案内板。

280*210

列石に立ち寄る。

280*210

小高いピークから東に馬ヶ岳(216m)を見る。 １４石仏を通過する。 大師堂に下る。

南に向かい、不動明王を通過する。 灌木の奥に立岩を見て引返す。 阿弥陀如来の右手から斜面に取付く。

シダ尾根を緩く上って行くが険しくなり引き返す。 西側の弱い沢に降り、上流へ向かう。 礎石らしきものを見つける。

東門は尾根筋に築かれている。

水晶谷跡地の案内板を見ると大師堂分岐で右へ入る。

馬ヶ岳



沢上部　東側の尾根筋に取付く。 シダ密生　先が険しく、引返し西側の尾根筋へ。 尾根筋に杭を見つけるが、前方が険しく西側へ下る。

280*210

奥の院案内板に出合う。 踏み跡を緩く上って行く。 大岩を通過する。

280*210

ひと登りすると右に廃屋化した奥の院を見る。 奥の院の岩場で草に埋もれた石像群。 南へひと登りで奥の院分岐に出合う。

尾根筋を西へ向かう。 沢筋へ下る。 赤テープを見る。

右奥にヌタ場を見る。 弱い流れを見る。 一般道に合流する。



280*210

開けた所から東に馬ヶ岳を見る。 第２西門に立ち寄る。 展望地から東を望む。

西門跡の案内板。

280*210 280*210

小さな沢に架かる斜滝。

280*210

分岐で渡渉する。 馬立場を通過する。 馬立場奥の列石を抜ける。

馬立場分岐に出合う。

西門

西門から下ると左に案内板が立つ。読んで引き返す。

４×５列から成る切石の礎石。

馬ヶ岳



280*210

景行神社を後にする。 馬立場分岐を左に見て階段を下る。 展望地から行橋市方面を望む。

中門の上部に出た。 中門東側の石積み。 加工された石材。

中門西側の石樋管。 石樋管の内部。 登山口へ緩やかに下って行く。

登山口に帰り着く。 アケボノソウ ヒモヅル

ヤマハッカ ヒヨドリバナ センブリ


